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 ここから記入 

 

信頼される歯科医師を養成することは大学の社会的使命であり，近年その責任は益々重

くなっている．しかしながら，現行の歯科臨床教育においては特に技能教育が遅れ気味で

あり，歯科医師国家試験にも技能試験は含まれていないため，臨床実習のみならず臨床研

修の形骸化を懸念する声も聞こえる．この一因として，多種多彩な材料や器具を扱う歯科

の技能教育は非常に難しく，技能を修得するためには文章や図のみでは教授できない多く

の要素が含まれることがあげられる．本研究は，このような技能教育の問題点を解決する

ために，三次元動作計測システムを用いて診療動作を定量的に評価することを目的として

実施した．歩行動作やスポーツ技能の解析に利用されている光学式モーションキャプチ

ャ・システムを歯科領域にも応用し，歯科診療動作を定量化・評価することによって，歯

科臨床技能教育に貢献することを最終的な目的としている． 

 被験者は，新潟大学医歯学総合病院勤務の男性歯科医師6名，臨床実習履修中の新潟大

学歯学部歯学科6年男子学生6名の合計12名とした．動作の計測には光学式モーションキャ

プチャ・システム（VICON）を用いた．このシステムは，赤外線反射マーカを装着した対

象物を高画素赤外線カメラで撮影することにより，任意の座標軸上に位置を抽出するもの

であり，スポーツや歩行等の運動を定量的に解析するために利用されている．歯科治療時

の動作を解析対象にするため，実験室には歯科用チェアーユニットやマネキン，赤外線カ

メラを設置した．対象は高頻度一般歯科処置の一つである浸潤麻酔とし，国際バイオメカ

ニクス学会が提唱する部位に赤外線反射マーカを装着した被験者が，生活歯を想定したマ

ネキンの下顎右側第一大臼歯に処置を行う際の動作を計測・解析した．なお、それぞれの

位置や移動を確認するために，カートリッジ式注射器やマネキンにも赤外線反射マーカを

装着し，9時および12時の位置での計測を各2回ずつ実施することによって診療ポジション

による差を確認した．動作や器具の操作速度は，赤外線反射マーカの位置を基にVICONシ

ステム内に構築した9つの座標系の相互的な位置関係を評価することによって定量化した． 

今回，静止時の誤差を0.1mm，姿勢0.は1度未満の精度で計測することを目標とし，これ

を達成することができたことから，赤外線反射マーカの設置位置やカメラ等計測機器の調

整を行うことにより，本システムは静的な上体の動作を主とする歯科治療動作の解析にも
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利用することが可能であり，十分な精度や分解能を有していることが示された． 

計測によって得られた結果から，歯科医師群と学生群とでは麻酔薬の注入速度に有意差

を認め，学生群において注入速度が多いことが明らかになった．肩関節・肘関節・手関節

においては，歯科医師群と学生群の上肢の運動に有意差や一定の傾向は認められず，9時，

12時のいずれの診療ポジションにおいても特徴的な動作はみられなかった．また，学生群

にはやや脇を広げ，肩を外側へ回転させる傾向がみられたが，歯科医師群においては浸潤

麻酔時の姿勢に一定の傾向はみられなかった．すなわち，浸潤麻酔時の姿勢には理想の形

は存在せず，個人の癖が顕著に表れることが示された．しかしながら，歯科医師群では9時，

12時のいずれのポジションにおいてもほぼ同じ速度で麻酔液を注入しているのに対し，学

生群の薬液注入速度は診療ポジションに影響を受けることが明らかになった．浸潤麻酔に

関する教育は刺入点や注入速度に関する注意など，比較的文章や図による指導が容易な内

容に限られることが多いと思われる．今回明らかにすることはできなかったが，注入速度

が姿勢や動作に関係する可能性は非常に高いため，今後もシステムの改良や追加計測を行

い，さらに詳細に分析する必要があると考えられた． 

これまでに歯科治療技能をトレーニングするための媒体や装置の開発は盛んに行われてき

ており，近い将来，特にバーチャル・リアリティを利用した治療トレーニング機器の普及

はさらに拡大・発展する様相をみせている．精密に作られたロボットや模型，仮想世界は

いずれもシミュレーションの域を出ず，実際の患者診療とは多くの点で異なるが，複数回

の試技に対して同一の環境を整備することができるという大きな利点を有する．歯科治療

には時間や温度によって材質が変化する材料を適切に扱う技能も含まれているため，本シ

ステムとこれらのシミュレーションを併用することによって，より複雑な治療の基本動作

を解析することも大変興味深いと思われた．今後も質の高い歯科臨床技能教育を行うため

の教材開発を目指して，本システムによる計測や解析を継続し，さまざまな歯科治療の成

否と動作の関係を解明したいと考えている． 

 

 


